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コア事業であるマテリアル事業は、国内事業が苦戦も中国事業が牽引し増収となるも原
料原価の高騰、海外売上獲得のための先行投資を吸収できず減益となった。
同じくコア事業であるファション事業は、製品企画部門、ジュニア部門において大口取
引先からの受注減により減収、D2C事業におけるリブランド、各マーケティング施策へ
の投資ならびに各部門におけるPB企画開発への投資が先行し減益となった。
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2024年3月期連結決算ハイライト
ギフト事業売却による売上減を他事業で補えず連結売上高は前年同期比
95.5％となった。（ギフト事業売却要因を除くと101.9％）

連結売上高 3,693百万円（前年同期比 ▲174百万円 95.5%) + 72百万円 101.9%
経費総額 1,294百万円（前年同期比 ▲16百万円 98.7%) + 35百万円 102.7%
営業利益 ▲190百万円（前年同期比 ▲74百万円 -%) ▲ 54百万円 ‐%
当期純利益 19百万円（前年同期比 ＋97百万円 -%)  +117百万円 ‐%

ギフト事業除く

営業利益は各事業においてPB化進捗も原価高騰に伴う総利益率の低減、
投資先行による経費増により減益となった。
当期利益は、株式譲渡（事業売却）と本社移転に係る特別利益の計上によ
り黒字化。
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損益計算書

2024年3月期 2023年3月期 前年比・増減

売上高 3,693 3,867 95.5％
売上総利益 1,103 1,194 92.3%
販管費計 1,294 1,310 98.7%
営業利益 ▲190 ▲116 ▲74
経常利益 ▲130 ▲69 ▲60
当期純利益 +19 ▲78 +97

ギフト事業譲渡により売上高は減少
ギフト事業譲渡ならびに先行投資による経費増により営業損失は拡大
資金の有効活用による金利収入の増加 +59百万円
本社移転に係る特別利益115百万円を計上により当期利益は黒字

（単位：百万円）
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経費総額および販売費

経費総計 2021/3比 ： 85.7％ 前年同期比：98.8％ (事業売却要因除く：102.8％)

経費総額 販売費
（単位：百万円）（単位：百万円）

経費総額の上昇幅は抑えながら、売上拡大に向け人財、マーケティング施策、
モノづくりへの投資推進ならびに各事業における催事増により販売費は増加

販売費 2021/3比 ：117.6％ 前年同期比：98.9％ (事業売却要因除く：102.6％)

※販売費計上科目：販売手数料、催事関連費、販売促進費など

129413101294

1509

※点線部分：売却事業経費

402 
363 

478 473 

※点線部分：売却事業経費



1107
930 831 821

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3

7329

4553 4494 4810

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3

©2024 MARUSHOHOTTA CO.,LTD.  7

固定経費ならびに損益分岐売上

※損益分岐点売上高：固定費／(１－変動比率）

人財への投資は推進するもその他固定費は低減

固定経費 2021/3比 ：74.1％ 前年同期比： 98.7％
損益分岐売上 2021/3比 ：61.3％ 前年同期比：107.0％

61.3%

（単位：百万円） （単位：百万円）固定経費 損益分岐売上

74.1％

原材料高騰による原価率の上昇により損益分岐売上高は前年同期比で上昇



売上高 営業利益

2024年3月期 2023年3月期 増減額 前年同期比％ 2024年3月期 2023年3月期 増減額

連結 3,693 3,867 ▲174 95.5 ▲190 ▲116 +57
きもの
（和装） 760 724 +36 104.9 ▲54 ▲61 +7

ライフスタイル
（寝装） 124 378 ▲254 32.8 0 28 ▲28

ファッション
（洋装） 1,482 1,523 ▲41 97.3 0 26 ▲26

マテリアル
（意匠撚糸） 1,318 1,241 +77 106.2 31 56 ▲25

本社・調整 8 0 +8 - ▲168 ▲165 ▲3
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セグメント業績
（単位：百万円）

きもの事業は百貨店取組みや催事集客の回復もあり売上伸長、営業赤字も改善
ライフスタイル事業は事業売却影響により売上・利益減
ファッション事業は大口の受注減んいより売上減ならびに投資先行営業利益減
マテリアル事業は国内事業苦戦も上海ロックダウン影響払拭し売上高前年同期比106.2％も営業利益減
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決算概要：貸借対照表

2024年3月期 2023年3月期 前期比増減額

流動資産 3,585 3,499 +86
固定資産 217 195 +22
資産合計 3,803 3,694 +108
流動負債 709 642 +67
固定負債 31 25 +6
純資産 3,062 3,026 +36

負債純資産合計 3,803 3,694 +108

流動資産：現金及び預金557百万円が減少
短期貸付金+700百万円、商品及び製品、原材料7百万円増加
固定資産：工具器具備品11百万円増加
負債：買掛金64百万円減少、電子記録債務83百万円増加（期末日休日影響）
自己資本比率 80.5％

（単位：百万円）



©2024 MARUSHOHOTTA CO.,LTD.  10

自己資本比率・流動比率

自己資本比率 流動比率

自己資本比率は80.5％、流動比率は505.6%と健全な水準を維持

（単位：％） （単位：％）
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営業CFの改善

現預金残高 ▲557百万円 貸付の増加により減少
５期ぶり営業CFの黒字化を実現

2024年3月期 2023年3月期 前年増減

税引き前当期利益 26 ▲75 +101

売掛債権等の増減によるCF 26 39 ▲13

買掛債務等の増減によるCF 16 ▲32 +48

棚卸資産の増減によるCF ▲33 ▲99 +66

法人税等の支払い ▲7 ▲8 +1

営業活動によるCF 74 ▲261 +335

貸付の増減によるCF ▲700 200 ▲900

投資活動によるCF ▲646 185 ▲831

現預金残高 420 977 ▲557

（単位：百万円）
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マテリアル事業 成長戦略

提供価値拡大

お
取
引
先
様
拡
大

グローバル 製品企画
中国内需獲得拡大と
欧米開拓

製品の企画開発を
強化し提案を拡大

サステナブル
サステナブル商材の
企画開発を強化

デジタル
プラットフォームを活
用した顧客開拓

デジタル
B2Bプラットフォームを活用した顧客開拓を推進

グローバル
上海事業におけるDX・人財への投資を推進
欧米開拓にむけ展示会出展、商材企画開発強化

サステナブル
サステナブル素材を使用した商材の企画開発を強化
トレーサビリティ含めたバリューチェーンの構築

製品企画
ファッション事業部との連携による製品企画開発強化
糸・編地・製品と各段階での提案販売を可能に

デジタル活用による業務効率化（編地データ・顧客管理）



ファション事業 成長戦略
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ミセスアパレル卸

ホームファッション卸

ジュニアアパレルODM

ニット製品ODM/OEM

ブランドビジネス
（D2C事業等)

スペシャリティ・モノづくり

自主企画品
強化

収益性向上
取引先拡大

自主企画品
強化

ブランド強化
取引先拡大

成長の源泉

ブランド拡大
販路拡大

ファッション事業領域

ミセス・ホームファッション

ミセスPBブランド「森と泉」24年4月10日展開開始

ミセスPB推進：24年3月期売上前期比495％
ホームファッションPB推進：24年3月期売上前期比156％

ニット製品ODM/OEM

B2Bサイトのリニューアルを推進
事業ブランド“IERI DESIGN.”を再構築

デジタルでの顧客接点創出を強化
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ブランドビジネス

24.3期売上高
前期比 4.3倍

POP-UP出店および催事への出展を継
続するとともに卸先開拓、インスタラ
イブ等での顧客コミュニケーション、
広告展開を強化し、顧客獲得が進捗。
今後、別注品の受注にも注力してい
く。

POP-UP出店および催事出展を加速。
別注品の受注、卸先開拓も進捗。今期、
広告予算の拡大を図るとともに生産力
を拡大し、直販・卸・別注・コラボ等
を並行して推進していく。

24.3期売上高
前期比 4.4倍

通販専用のブランドとして展開を開始。
“上品でノーブルな女性らしさを大切
にしつつ、トレンドをほどよく取り入
れ、常に輝きつづけることのできるお
しゃれな女性のためのブランド”
第一弾は目標を大きく上回る売上を獲
得。第二弾、三弾に向け企画開発を更
に推進していく。

D2C D2C

POP-UP出店、卸先開拓を進める中で
顧客の声を検証し、シグニチャー商
品を再開発。クラウドファンディン
グでテスト販売を実施し、100名超、
目標対比960％の応援を獲得。
リブランドを進捗させ、顧客獲得を
推進していく。

D2C 通販

ファション事業 成長戦略

D2Cブランド、YOUTOWA・UN-USELESSは顧客獲得進捗。ReCHARELLはリブランド
通販専用ブランドとしてMerveilleux Vente（メルベイユヴァント）の展開開始
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きもの事業 成長戦略
24年3月期上期決算説明資料（再掲）

各施策進捗状況と成長戦略
専門店催事における非呉服売上
・先行した東日本の24年3月期売上前年比156％と伸長。25年3月期、全国への横展開を推進

百貨店商品における顧客コミュニケーション強化による商品調達
・先行進捗した東日本の24年3月期売上前年比123％と伸長。25年3月期、全国への横展開を推進

浴衣とD2Cブランド“YOUTOWA”の共同POP-UP
・25年3月期、自主企画浴衣の販売を推進
・25年3月期、YOUTOWA共同のPOP-UP出店数大幅増の計画

⇒百貨店における販売力の強化
・催事/店頭の品揃えならびに情報発信を最適化
・販売員の戦力化を推進

⇒専門店における呉服催事拡大と顧客起点での非呉服商材の拡販

⇒モノづくりの強化
・インバウンド向け商材の企画開発ならびに販売チャネルの開拓を推進
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サスティナビリティへの取組

構造改革を推進し、価値の再創造を推進



本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発
行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。
本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報
の正確性・完全性を保証または約束するものではなく、今後、予告なしに変更され
ることがありますので予めご了承ください 。

免 責 事 項
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